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序
　その５で行った質問と回答、主語、述語および場の記号の
分類に基づき、多くの被験者が用いた会話を類型化する。
1. 場の記号がとりうる格（助詞）の種類と述語の関係
　日本語の場合、場の記号は述語の前に置かれることが多い。
そして場の記号と述語の間に助詞が入る。この助詞を本論で
は場の記号がとりうる格と呼ぶ。例えば「ゴールへ行く」と
いう会話文において、場の記号「ゴール」は格「へ」によっ
て述語「行く」と結びつく。場の記号がとりうる格は、池上
の研究に従うと 起点 from, 存在点 at, 到達点 to の３種類
である1)。起点 from を表す助詞には「から」など、存在点
at を表す助詞には「で」など、到達点 to を表す助詞には
「へ」「まで」などがある。これらと述語との関係について検
討する。
　行動を表す述語のうち「行く」などの歩行を表す動詞は起
点 from と到達点 to と結びつく。ただし「探す」などは、
「この辺で探す」のように、起点 from と 到達点 to が分化
しない点である存在点 at とも結びつく。また「ゴールを探
す」の「を」のように、起点、存在点、到達点のいずれでも
ない格と結びつくことがあるが、これは 目的語Ｏ として格
の種類に追加する。待機または会話を表す述語の場合、起点
from と 到達点 to  は空間的に同じ点となり、両者が分化し

ない点である存在点 at と結びつく1)。なお「待つ」などは
目的語Ｏ とも結びつく。
　状態を表す述語も同様に起点 from と到達点 to が分化せ
ず、存在点 at をとりうる。「見つける」などは目的語Ｏ と
結びつく。また「これがゴールだ」などの文における、主語
Ｓ「これ」や補語Ｃ「ゴール」も場の記号であると考え、こ
の両者を格の種類に付加する。
　以上から場の記号がとりうる格の種類は、起点 from、存在
点 at、到達点 to、目的語 Ｏ、主語 Ｓ、補語 Ｃ の６種類
となる(表1)。ただし本論では、主語Ｓを格として取り扱う
のは環境Ｅが主語であるときに限る。なお本実験における会
話は助詞が省略されることも多いが、意味的に補うべき助詞
を判断することにより、６種類のいずれかに分類可能である。
2. 文法モデルによる会話文の類型化
　以上説明した質問と回答、主語、場の記号、格、述語の組
み合わせを文法モデルとして図1にまとめた。これらすべて
の組み合わせを考えると膨大な数になるが、格と述語の関係
には制約がある。そこでまず質問と回答、主語、場の記号、格
の組み合わせ770パターンに着目した。
　その５で説明した実験中に被験者48人が交わした会話を、
目的地（ゴール）発見前、発見後を別にして、この770パター
ンに分類した。なお前述した通り、主語あるいは格、述語が
省略されている会話文は、補うべきものが判断できるので分
類したが、場の記号が省略されている場合は補うことができ
ないので分析対象から外した。そして、多くの被験者が用い
た組み合わせを自動しきい値選定法2)を用いて判別した。そ
の結果、目的地発見前では24パターン、発見後では12パター
ンの組み合わせが抽出できた。
　次に、抽出したすべての組み合わせに該当する会話につい
て、多く用いられる述語の種類を調べた。目的地発見前の24
パターンのうち、格が到達点 to である11パターンは歩行
を表す述語、主語が環境Ｅである10パターンは状態を表す述
語のみをとる。残り3パターンはすべて状態を表す述語が用
いられた。よって多くの被験者が目的地発見前に用いた会話
の類型は、歩行を表すものが11類型、状態を表すものが13
類型である(表2)。
　目的地発見後の12パターンのうち、格が到達点 to であ
る4パターンは歩行を表す述語、主語が環境Ｅである5パター
ンは状態を表す述語のみをとる。残り3パターンのうち、表
2中「タマネギで曲がる」で例示している組み合わせはすべ
て歩行を表す述語、「どこ(に)おんねん」で例示している組み
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合わせはすべて状態を表す述語が用いられた。「俺他の人(を)
探しに行ってんねんけど」「○○見つかったで」で例示してい
る組み合わせは、前者のように歩行を表す述語を用いた被験
者が5人、後者のように状態を表す述語を用いた被験者が5
人、「みなさんを待っとこ」などのように待機を表す述語を用
いた被験者が1人見られた。目的地発見後は5人以上が話し
た会話の類型を抽出しているので、歩行を表す述語をとるも
の、状態を表す述語をとるものの両者をそれぞれ類型とした。
よって多くの被験者が目的地発見後に用いた会話の類型は、
歩行を表すものが6類型、状態を表すものが7類型である(表
2)。
　以上目的地発見前24類型、発見後13類型のうち、目的地
発見前後に共通するものが7類型ある。よって抽出できた会
話の類型は延べ30類型である。
3. 考察
　表2から第三者Ｔは主語になりにくいこと、起点 from (「～
から」)は格として用いられにくいこと、歩行や状態は述語に
なりやすく、待機や会話は述語になりにくいことが分かる。
　質問と回答および主語、述語の種類に着目すると、以下の
ことがいえる。(1)話し手Ｉ、聞き手Ｙもしくはその両者の歩
行は質問、回答にかかわらず述語になりやすい。聞き手Ｙの
状態は「どこにいるの？」などのように質問の述語に、話し
手Ｉの状態は「○○を見つけた」などのように回答の述語に

なりやすい。(2)目的地発見後の質問は「どこ(に)おんねん？」
など他者の状態に関するものが中心である。
　また場の記号の種類に着目すると、以下のことが言える。
(3)環境記号のうち、サインは用いられやすく、分岐路やス
タートは用いられにくい。ゴールや行き止まりは環境Ｅを主
語とする会話で用いられやすい。ゴールは目的地発見後の回
答で(「ゴールここだぞ」など)、行き止まりは目的地発見前の
補語Ｃとして用いられやすい(「行き止まりよ」など)。(4)限定
記号のうち、方向は回答で用いられやすいが、質問としては
用いられにくい。距離は用いられにくい。(5)身体記号は回答
で用いられやすい。話し手Ｉを意味する身体記号は「俺につ
いてこい」など、目的地発見後に聞き手Ｙの追従を指示する
ために用いられる。これは吸着誘導行動注)を意味する。他者
を意味する身体記号は「○○を見つけた」などのように他者
を発見した時、あるいは「俺他の人(を)探しに行ってんねん
けど」などのように歩行者探索行動時に用いられやすい。(6)
指示記号では「こ」「ど」が用いられやすく、「そ」「あ」は用
いられにくい。また「ど」は質問で用いられやすい。
　さらに話し手の行動や状態とのかかわりに着目すると、以
下のことがいえる。(7)目的地発見前後にかかわらず多くの被
験者が用いる会話は「どこにいるの？」「○○を見つけた」な
ど話し手の歩行者探索行動と関係するもの、「まっすぐ」
「こっち」など話し手のリーダーシップを伴うもの、および
「こっちは違うんだ」「タマネギや」など、話し手が環境の状
態について説明するものである。(8)目的地発見前に多くの被
験者が用いる会話は「こっち？」「どっち(へ)行くの？」「俺
タコ(へ)行く」など話し手や聞き手の歩行に関するもの、あ
るいは「７がある？」「行き止まりよ」など環境の状態に関す
るもので、いずれも話し手の目的地探索行動を伴う。(9)目的
地発見後に多くの被験者が用いる会話は、「タマネギで曲が
る」「ゾウの方(へ)行って」など話し手の指示誘導行動注)を伴
うもの、「俺についてこい」など話し手の吸着誘導行動を伴う
もの、「俺他の人(を)探しに行ってんねんけど」など話し手の
歩行者探索行動を伴うもの、および「ゴールがあったぞ」な
ど、話し手がゴールについて説明するものである。
結語
　集団の探索行動実験において多くの被験者が交わす会話は、
質問と回答、主語、場の記号、格、述語によって構成される
限られた組み合わせに類型化できることを示した。またその
使われ方は話し手の行動や状態と密接に関係しつつ変化する
ことを明らかにした。
注　吸着誘導行動は自分自身への追従を指示することによる誘導であり、指示誘導行動は、目的
地への方向を示す、または経路を説明することによる誘導である3)。吸着誘導という用語は杉万
らが考案した避難誘導方法に由来する4)。
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表 2　多くの被験者が用いた会話の類型
目的地発見前

質問 回答

主語 場の記号 格 述語 例
用いた
人数 主語 場の記号 格 述語 例

用いた
人数

話し手Ｉ こ こっち？ 10 聞き手Ｙ 方向 まっすぐ 9

ど どっち？ 11 こ こっち 6

聞き手Ｙ 話し手Ｉ サイン 俺タコ(へ)行く 12

ど どっち(へ)行くの？ 8 方向 前(へ)行く 21

こ ここ(へ)行った 8

サイン 私も５(を)見つけた 7

他者 ○○を見つけた 12

話し手と 話し手と サイン 亀に行ってみよう 7

聞き手Ｗ 聞き手Ｗ 方向 左行こうぜ 7

第三者Ｔ 第三者Ｔ

環境Ｅ サイン ７がある？ 17 環境Ｅ サイン 7があった 15

こ こんなあった？ 6 こ こっち(は)違うんだ 10

ど at どこ？ 10 こ at こっち(に)ない 7

サイン 何番？ 9 サイン タマネギや 27

行き止まり 行き止まりですか？ 12 行き止まり 行き止まりよ 21

太字は目的地発見後と共通するパターンを示す
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目的地発見後

質問 回答

主語 場の記号 格 述語 例 用いた
人数 主語 場の記号 格 述語 例 用いた

人数

話し手Ｉ 聞き手Ｙ サイン at タマネギで曲がる 6

サイン ゾウの方(へ)行って 6

方向 まっすぐ 10

話し手Ｉ 俺についてこい 8

こ こっち 18

聞き手Ｙ 話し手Ｉ

ど at 状態 どこ(に)おんねん？ 6 他者 O 状態 ○○見つかったで 5

話し手と 話し手と

聞き手Ｗ 聞き手Ｗ

第三者Ｔ 第三者Ｔ

環境Ｅ 環境Ｅ ゴール ゴール(が)あったぞ 6

こ これがゴール 5

こ at ゴールここだぞ 6

サイン タマネギや 7

ゴール ゴールだ 18

太字は目的地発見前と共通するパターンを示す
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